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町長提出議案一覧採 決 結 果
議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果
議案第76号 条例 和水町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第77号 条例
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための
関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例について

〃

議案第78号 条例 和水町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正につ
いて 〃

議案第79号 補正予算 令和元年度　和水町一般会計補正予算（第5号） 〃
議案第80号 補正予算 令和元年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第81号 補正予算 令和元年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第82号 補正予算 令和元年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第83号 補正予算 令和元年度　和水町住宅用地造成事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第84号 補正予算 令和元年度　和水町簡易水道事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第85号 補正予算 令和元年度　和水町下水道事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第86号 補正予算 令和元年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第87号 補正予算 令和元年度　和水町病院事業会計補正予算（第2号） 〃

議案第88号 その他 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の
一部変更について 〃

議案第89号 その他 町道の路線廃止について 〃
議案第90号 その他 町道の路線認定について 〃

条 例： 3件
補 正 予 算： 9件
そ の 他： 3件

計 15件

12 月 議 会 議 案 審 議

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果
閉会中の継続審査について（総務文教常任委員会） 原案決定
閉会中の継続調査について（各委員会） 〃

議員提出議案一覧
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議案第83号 補正予算 令和元年度　和水町住宅用地造成事業会
計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ー 〇 × 〇 ※

賛12月
定例会 否 一 覧 表

議員名

議　案

賛否が分かれた議案だけを掲載
〇は賛成　×は反対　−は欠席

陳 情 等 の 審 査 結 果
受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

271 令和元年10月3日 町道・岩線側溝改修に関する要望書 採択 厚生建設経済
常任委員会

313 令和元年11月13日 国民健康保険財政への国庫負担割合を増やすことを求める陳情書 配付

333 令和元年11月27日 スクールバス運行計画に対する要望書 採択 総務文教
常任委員会

受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

206 令和元年8月28日
教職員定数の改善及び義務教育に係る確実な財源保障をはかるため
の、2020年度政府予算に係る意見書提出の要請について 継続 総務文教

常任委員会

77億2,666万4千円に総
額

令和元年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

令和元年

12月
１億2,428万4千円を追加!!

　令和元年12月議会定例会は12月９日から13日までの５日間の会期で開催され、

令和元年度補正予算など15議案（条例３件、補正予算９件、その他３件）が上程

され、それぞれ可決された。

　一般会計補正予算の主な内容は、住宅用地造成事業会計繰出金として3,855万4

千円、東京2020オリンピック聖火リレー県負担金342万3千円、学校施設等不動

産鑑定評価業務委託料257万4千円など。

　債務負担行為補正は、令和２年度分として聖火リレーミニセレブレーション運営

業務173万8千円、聖火リレーシャトルバス運行業務66万円、令和２年度から令和

４年度の期間で三加和区域スクールバス運行業務7,476万9千円、菊水区域スクー

ルバス運行業務8,049万6千円の限度額となっている。

　10日には５名の議員が一般質問を行った。

一般会計・特別会計補正予算
会　計　名 補　正　額 総予算額

一般会計 1億2,428万4千円 77億2,666万4千円

国民健康保険事業会計 94万1千円 14億420万2千円

介護保険事業会計 2,784万4千円 15億7,205万8千円

特別養護老人ホーム事業会計 △44万8千円 5億1,671万9千円

住宅用地造成事業会計 3,855万4千円 5,684万4千円

簡易水道事業会計 60万3千円 6,521万5千円

下水道事業会計 51万1千円 7,117万4千円

後期高齢者医療事業会計 △9万1千円 1億5,841万円

病院事業会計 773万8千円 8億8,935万1千円

討論
議案第79号　　反対：池田議員　　　　　　　賛成：髙木議員
議案第83号　　反対：池田議員、秋丸議員　　賛成：荒木議員、髙木議員

※議長は可否同数または特別議決の時以外表決に参加しません。

【継続審査分】
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10
月
23
日
か
ら
10
月
25
日
の
日
程
で
、
岐
阜

県
坂さ
か
ほ
ぎ祝
町
と
滋
賀
県
多た

が賀
町
に
、
議
員
全
員
に

よ
る
行
政
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

岐
阜
県
加
茂
郡
坂
祝
町
は
、
人
口
８
千
３
百

人
、
面
積
13
平
方
㎞
、
岐
阜
県
南
端
に
位
置
し
、

木
曽
川
が
流
れ
る
風
光
明
媚
な
町
で
あ
る
。
又
、

三
菱
パ
ジ
ェ
ロ
の
一
貫
生
産
工
場
が
立
地
し
て

お
り
、
周
辺
自
治
体
に
も
工
場
が
多
い
こ
と
か

ら
人
口
の
約
１
割
が
外
国
人
と
の
こ
と
。

　

坂
祝
町
で
は
、
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
活
用
と
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
活
用
に
つ
い

て
研
修
を
行
っ
た
。

　

研
修
で
は
坂
祝
町
議
会
議
員
全
員
で
対
応
頂

き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
方
法
な
ど
を
ご
指
導

頂
い
た
。　

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
ペ
ー
パ
レ
ス
に
よ
る
経
費

節
減
、
議
員
間
の
情
報
共
有
を
目
的
に
平
成
25

年
に
導
入
し
て
い
る
。
議
案
書
、
委
員
会
資
料
、

会
議
開
催
の
通
知
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
本
会
議
で
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
込
み
、
資
料
閲
覧
や
書
き

込
み
な
ど
も
出
来
る
。

　

次
に
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
に
つ
い
て
研
修

し
た
。
子
育
て
世
代
の
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
普
及
率

が
９
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

従
来
の
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
配

布
に
替
え
て
、
母
子
手
帳
ア
プ
リ

を
導
入
し
て
い
る
。

　

ア
プ
リ
に
は
、
各
種
補
助
制
度
、

母
子
の
体
調
や
成
長
の
記
録
、
出

産
育
児
に
関
す
る
情
報
や
ア
ド
バ

イ
ス
、
育
児
日
記
な
ど
、
多
用
途
に

活
用
さ
れ
て
い
た
。
県
内
で
は
同

様
の
ア
プ
リ
を
菊
池
市
、
水
俣
市
、
長
洲
町
が
導

入
し
て
い
る
。

　

翌
24
日
は
、
滋
賀
県
犬
山
郡
多
賀
町
を
研
修

視
察
し
た
。
多
賀
町
は
、
人
口
約
７
千
６
百
人
、

面
積
１
３
６
平
方
㎞
で
約
86
％
が
森
林
の
町
で

あ
る
。
山
間
部
で
は
廃
村
し
た
集
落
が
多
く
、
琵

琶
湖
の
東
部
か
ら
広
が
る
平
野
部
に
住
家
が
形

成
さ
れ
て
い
た
。

　

多
賀
町
で
は
、
子
ど
も
議
会
と
獣
害
対
策
に

つ
い
て
研
修
し
た
。

　

多
賀
町
子
ど
も
議
会
は
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
達
の
疑
問
を
質
問
し
た
り
、
提
案
す
る
機
会

を
設
け
て
町
政
や
議
会
の
仕
組
み
を
理
解
し
、

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
達
は
総
合
学
習
の
時
間
に
地
域
課
題

を
見
つ
け
、
子
ど
も
議
会
に
臨
ん
で
い
る
。
近
年

の
実
績
は
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
楽
器
の
補
充
、

小
中
学
校
へ
の
冷
暖
房
の
導
入
等
が
挙
げ
ら
れ

た
。
又
、
子
ど
も
達
は
、
地
域
に
対
し
て
自
分
達

に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
る
よ
う
な
意
識
が
芽

生
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

所
管
は
学
校
教
育
課
で
約
４
カ
月
間
、
２
小

学
校
１
中
学
校
と
の
調
整
や
質
問
の
集
約
、
各

課
へ
の
質
問
配
分
な
ど
、
教
育
委
員
会
と
学
校

の
協
力
な
く
し
て
は
で
き
な
い
事
業
で
あ
る
。

　

次
に
、
獣
害
対
策
を
研
修
し
た
。

　

町
域
の
86
％
の
森
林
に
棲
む
サ
ル
・
イ
ノ
シ

シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
が
集
落
に
出

没
す
る
こ
と
か
ら
、
山
間
部
と
平
野
部
の
境
界

に
延
べ
31
・
6
㎞
に

わ
た
る
防
護
柵
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

防
護
柵
は
高
さ

約
２
ｍ
、
更
に
上
部

に
は
サ
ル
対
策
と

し
て
50
㎝
の
電
気

柵
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
集
落
や
土
地

改
良
区
で
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
又
、
小
規
模
農
地
の
防
護
柵

設
置
に
対
し
て
も
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

猟
友
会（
19
名
）に
よ
る
過
去
５
年
間
の
年
平

均
駆
除
数
は
、
サ
ル
28
頭
、
イ
ノ
シ
シ
65
頭
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
6
8
4
頭
。
し
か
し
、
猟
友
会
の
高
齢

化
と
会
員
減
少
か
ら
、
集
落
自
衛
組
織
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
た
。

　

２
つ
の
町
を
研
修
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用
し
た
行
政
の
効
率
化
と
迅

速
性
で
あ
る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
事
務
作
業
の

軽
減
、
情
報
の
迅
速
な
伝
達
と
記
録
保
存
な
ど

活
用
の
幅
が
広
い
。
本
町
で
も
導
入
を
検
討
す

る
時
期
に
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
議
会
は
教
育
的
側
面
と
大
人

が
気
づ
か
な
い
課
題
の
掘
り
起
こ
し
に
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
獣
害
対
策
は
ど
の
町

で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
行
政
と
住

民
が
協
力
し
て
、
対
策
に
当
た
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
し
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
、
町
議
会
を
代

表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５

月
１
日
に
新
天
皇
が
ご
即
位
さ
れ
、「
令

和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
の
幕
が
開
け
ま

し
た
。
こ
の
時
代
が
平
和
で
あ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
で
猛
威
を
振
る
っ
た
観
測
史

上
最
強
ク
ラ
ス
の
台
風
15
号
、
19
号
に
よ

り
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
生
活

基
盤
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

今
も
復
旧
の
最
中
に
あ
る
方
々
が
、
一
刻

も
早
く
日
常
の
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、
年
明
け
早
々

に
和
水
町
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の

地
震
が
発
生
し
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震

を
思
い
起
こ
さ
せ
、
不
安
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
本
町（
中
林
地
区
）出
身
で
あ
る
日
本

マ
ラ
ソ
ン
の
父
、
箱
根
駅
伝
の
創
設
者

「
金
栗
四
三
」
氏
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
の
放
送
が

一
月
か
ら
始
ま
り
、
金
栗
四
三
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
や
生
家
記
念
館
に
は
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
々
に
ご
来
館
頂
き
、
金
栗
氏
の

功
績
と
和
水
町
が
広
く
世
に
知
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

更
に
は
、
本
年
５
月
７
日
に
、
２
０
２

０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
、

吉
地
尋
常
小
学
校
跡
か
ら
生
家
記
念
館

ま
で
の
区
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
和
水
町
に
足
を
運
ん
で

下
さ
る
よ
う
諸
策
を
も
っ
て
誘
客
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
勢
で
は
、
合
併
時
に
約
１
万
２
千
４

百
人
で
あ
っ
た
人
口
が
、
令
和
元
年
10
月

末
に
は
約
９
千
９
百
人
と
な
り
、
合
併
後

13
年
で
約
２
割
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
４
月
か
ら
は
、
い

よ
い
よ
菊
水
地
区
の
４
小
学
校
が
統
合

さ
れ
、
町
内
の
学
校
は
２
中
学
校
、
２
小

学
校
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
学
校
跡

地
の
利
活
用
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
、
住
環
境
整
備
、
少
子
化
対

策
、
集
落
等
地
域
機
能
の
維
持
な
ど
社
会

環
境
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
性
に
対
応
す
る
た
め
に
、
町
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
執
行
部
と
連
携
の

も
と
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、

町
民
の
意
思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
の
代
表
者
と
し
て
、
そ
の
役
割
と
責

任
の
重
さ
を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
、
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
本

年
が
、
平
穏
で
実
り
あ
る
一
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

和
水
町
議
会
議
長

蒲
池　

恭
一

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
も
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
平
素
か
ら
町
議
会
に
対
し
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
５
月

１
日
に
元
号
が
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い

時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

代
が
末
永
く
平
和
な
時
代
で
あ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
日
本
各
地
で
毎
年
の
よ

う
に
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、
昨
年
も
東

日
本
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、

生
活
基
盤
も
復
興
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、

今
も
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で
お
ら
れ
一

日
も
早
く
日
常
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
年
明
け
早
々
和
水

町
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の
大
地
震

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
と
い
う
の
は

い
つ
ど
こ
で
何
が
起
き
る
か
判
ら
な
い

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
普
段
か
ら
の
準
備
が

い
か
に
必
要
か
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
明
る
い
話
題
も
あ
り
、
本
町
出
身

の
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父
「
金
栗
四
三
」
氏

を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
い
だ
て
ん
」
の
放
映
が
１
月
か
ら
始
ま
り
、

金
栗
四
三
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
生
家
記
念

館
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
に
ご

来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
栗
氏
を
通
じ

て
和
水
町
を
広
く
宣
伝
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

町
勢
に
あ
っ
て
は
昨
年
人
口
が
１
万

人
を
割
り
込
み
２
町
合
併
以
降
、
約
２
割

の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
４
月
か
ら

は
い
よ
い
よ
菊
水
地
区
の
４
つ
の
小
学

校
が
統
合
さ
れ
、
町
内
の
学
校
は
小
・
中

学
校
そ
れ
ぞ
れ
２
校
と
な
り
ま
す
。
学
校

跡
地
の
利
活
用
が
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

産
業
振
興
、
住
環
境
整
備
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
集
落
等
地
域
機
能
の
維
持
、
高

齢
者
福
祉
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
性
に
対
応
し
な

が
ら
町
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積

み
し
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
て
も
町
民
の
皆
様
の
代

表
者
と
し
て
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ

を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
、
こ
の
難
局
を
乗

り
切
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
町
民
の
皆
様
が
本
年
も
健
康

で
元
気
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

和
水
町
議
会
副
議
長

森　

潤
一
郎

迎春
2020

年頭の挨拶

議
会
運
営
委
員
長
　
髙
木
洋
一
郎

岐
阜
県
坂
祝
町
と
滋
賀
県
多
賀
町
へ
の

行
政
視
察
研
修

議
会
議
員
視
察
研
修
報
告
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ズバリ！聞きます 一般質問

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

高
齢
者
交
通
対
策
に
つ
い
て

問
町
直
営
「
あ
い
の
り
く
ん
」
の
運

行
実
態
と
問
題
点
を
問
う
。

答
（
町
長
）平
成
29
年
10
月
よ
り
運
行

を
開
始
し
、
令
和
元
年
11
月
現
在
で
利

用
登
録
者
数
が
６
１
４
人
で
あ
る
。
又
、

令
和
元
年
度
の
利
用
件
数
は
11
月
時
点

で
菊
水
２
，
２
０
１
件
、
三
加
和
４
６

１
件
、
計
２
，
６
６
２
件
と
大
き
く
増

え
た
。
最
も
利
用
が
多
い
の
は
町
立
病

院
で
あ
る
。

　
「
あ
い
の
り
く
ん
」
は
予
約
業
務
を

町
が
行
い
、
送
迎
を
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
行
う
方
法
で
運
行
し
て
い
る
。
予
約

シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
双

方
の
連
携
を
図
っ
て
お
り
、
現
在
ま
で

効
率
的
に
運
行
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
状
況
だ
。
今
後
も
引
き
続
き
利
用
啓

発
を
行
い
、
利
用
促
進
に
努
め
て
い
き

た
い
。

問
高
齢
者
の
交
通
移
動
手
段
の
変
化

が
大
き
く
求
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

現
在
、
様
々
な
移
動
手
段
の
ス
ム
ー
ズ

な
組
み
合
わ
せ
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ

る
か
問
う
。

答
（
町
長
）現
在
、
国
土
交
通
省
が
日

本
版
マ
ー
ス
の
実
現
に
向
け
て
将
来
像

や
今
後
の
取
組
み
、
方
向
性
等
の
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
だ
。

　

先
行
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
全
国
20
カ

所
ほ
ど
で
実
証
実
験
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
情
報
収
集
に
取
組
み
た
い
と
思

う
。

問
交
通
安
全
問
題
上
の
高
齢
者
の
免

許
証
自
主
返
納
と
自
宅
か
ら
病
院
や
店

舗
ま
で
歩
く
に
は
遠
い
「
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
」
問
題
と
の
兼
ね
合
い
は
今
後

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
こ
の

問
題
の
町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
（
町
長
）
高
齢
者
免
許
証
の
自
主
返

納
者
数
は
玉
名
警
察
署
管
内
で
平
成
30

年
度
で
３
４
５
名
と
増
大
し
て
い
る
。

自
宅
か
ら
病
院
や
店
舗
ま
で
の
移
動
手

段
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
あ
い
の
り
く

ん
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
施
策
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

＊一般質問の記事は、質問した議員が600字程度に要約したものです。原文を尊重していますが、一部編集
しています。

＊発言が「～である。」調で記載していますが、質問・答弁は丁寧語で発言されています。
＊会議録は町の公式ホームページで閲覧できます。

池田　龍之介議員	 6P
◦“有言実行という言葉はあるが、有言不実行と

いう言葉はない”やる意思がないと暴露した証
し！！

髙木　洋一郎議員	 7P
◦金栗四三生家記念館の周辺整備について
◦家庭内保育者への経済支援について
◦国指定史跡田中城跡の環境整備について

森　潤一郎議員	 7P
◦まちづくりにおける高齢者交通対策について

齊木　幸男議員	 8P
◦ふるさと納税、昨年は744万円　本年は11月

時点で3,300万円　令和2年の目標額は2億円
では。

◦子育て、女性の活躍できる和水は。

秋丸　要一議員	 8P
◦今後の住宅促進政策に問題点を残す！
◦一般住宅への優遇格差を是正する施策の取組み

が必要となる

12月定例会では５名の議員が一般質問を行いました。主な質問事項は次のとおりです。

ズバリ！聞きます　一般質問

“
有
言
実
行
と
い
う
言
葉
は
あ
る
が
、

有
言
不
実
行
と
い
う
言
葉
は
な
い
”

や
る
意
思
が
な
い
と
暴
露
し
た
証
し
!!

問
和
水
町
と
八
女
市
の
境
、
今
看
板

が
立
っ
て
い
る
白
木
矢
部
谷
峠
ト
ン
ネ

ル
の
こ
と
に
つ
い
て
、
昨
年
９
月
定
例

会
に
於
い
て
地
元
を
巻
き
込
ん
だ
活
動

を
し
ま
し
ょ
う
と
、
町
長
も
賛
同
さ
れ
、

地
元
区
長
さ
ん
方
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
旨
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
、

地
元
で
期
成
会
が
で
き
た
と
は
聞
い
て

い
な
い
。
区
長
さ
ん
方
に
は
、
話
を
さ

れ
た
か
。

答
（
町
長
）
区
長
さ
ん
方
に
は
話
は
し

て
い
な
い
。
地
元
議
員
さ
ん
と
区
長
さ

ん
方
と
会
合
を
持
っ
て
頂
き
、
組
織
作

り
を
と
議
員
さ
ん
に
は
お
話
を
し
た
。

問
そ
れ
じ
ゃ
投
げ
や
り
で
は
な
い
か
。

何
故
町
長
は
動
か
な
い
の
か
。
町
長
自

ら
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
動
か
な
け

れ
ば
、
こ
の
様
な
大
事
業
は
前
に
は
進

ま
な
い
。
執
行
部
、
議
会
、
地
元
、
そ

の
三
位
一
体
の
ワ
ン
チ
ー
ム
を
作
り
上

げ
、
継
続
は
力
な
り
、
実
現
す
る
ま
で

力
を
注
ぎ
こ
ま
な
け
れ
ば
成
し
得
ず
、

言
う
は
易
し
行
い
難
し
。
あ
る
所
は
、

10
年
間
毎
回
毎
回
陳
情
に
行
か
れ
、
や

っ
と
事
業
が
で
き
た
と
い
う
事
例
も
あ

る
と
、
あ
る
代
議
士
の
先
生
に
お
聞
き

し
た
。
や
は
り
ト
ッ
プ
が
、
汗
を
か
か

な
い
と
大
型
事
業
は
な
か
な
か
前
に
は

進
ま
な
い
。
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

人
と
云
う
の
は
「
得
手
不
得
手
」
が
あ

り
、
苦
手
だ
か
ら
と
逃
げ
ら
れ
る
先
生

が
多
い
と
聞
く
、
だ
か
ら
、
国
会
陳
情

だ
け
で
は
な
く
、
霞
が
関
の
方
に
も
行

っ
て
欲
し
い
。

答
（
町
長
）
し
っ
か
り
と
心
し
て
、
霞

が
関
に
も
足
を
運
び
た
い
。

要望
宅
造
計
画
に
つ
い
て
、
学
校
跡
地

じ
ゃ
な
く
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

な
の
か
、
町
長
は
議
員
の
時
に
は
、
き

く
す
い
の
里
裏
の
山
を
買
い
増
し
宅
造

す
る
こ
と
に
賛
成
を
し
て
い
る
で
は
な

い
か
。
そ
れ
を
差
し
置
い
て
、
今
回
は

福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
３
億
掛
け
て
、

１
区
画
１
，
８
０
０
万
円
〜
１
，
５
０

０
万
円
の
土
地
を
買
っ
て
家
は
建
た
な

い
。
８
０
０
万
、
１
，
０
０
０
万
円
や

る
か
ら
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
と
一

緒
、
余
り
に
も
ひ
ど
い
計
画
で
は
な
い

か
。
町
長
、
再
考
を
お
願
い
す
る
。

◦
金
栗
四
三
生
家
記
念
館
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

◦
家
庭
内
保
育
者
へ
の
経
済
支
援
に
つ
い
て

◦
国
指
定
史
跡
田
中
城
跡
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

問
金
栗
四
三
生
家
記
念
館
に
「
金
栗

翁
の
銅
像
と
黎
明
の
鐘
」
の
設
置
及
び

「
体
力
・
気
力
・
努
力
の
記
念
碑
」
の

移
設
に
よ
り
、
ラ
ン
ナ
ー
の
聖
地
に
ふ

さ
わ
し
い
整
備
を
。

答
（
町
長
）
生
家
の
保
存
整
備
に
か
か

る
経
費
の
優
先
順
位
を
検
討
し
た
い
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）
黎
明
の
鐘
と
記

念
碑
に
つ
い
て
は
、
生
家
検
討
委
員
会

で
も
意
見
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
黎

明
の
鐘
は
騒
音
問
題
が
懸
念
さ
れ
、
記

念
碑
の
移
設
は
経
費
の
捻
出
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
銅
像
に
つ
い
て
は
具
体
的

な
検
討
は
し
て
い
な
い
。

提案
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、
財
源

を
集
め
る
方
法
も
あ
る
の
で
、
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

問
２
歳
児
未
満
の
家
庭
内
保
育
者
へ

の
経
済
支
援
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
保
育
料
無
償
化
に
よ
り
経

済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
子
育
て
環
境

が
改
善
さ
れ
た
。
又
、
現
時
点
で
は
入

所
希
望
数
は
入
所
定
員
に
対
し
て
余
裕

が
あ
り
、
待
機
児
童
は
発
生
し
な
い
見

込
み
で
あ
る
。

問
待
機
児
童
が
発
生
し
な
い
状
況
な

ら
ば
、
家
庭
内
保
育
者
に
対
す
る
支
援

を
更
に
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
国
指
定
史
跡
田
中
城
跡
の
環
境
整

備
、
特
に
林
立
す
る
杉
の
巨
木
伐
採
と

本
丸
の
建
物
柱
跡
の
ツ
ゲ
が
成
長
し
て

見
通
せ
な
い
。
対
策
を
問
う
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）
杉
の
高
木
は
年

に
数
本
ず
つ
伐
採
し
て
い
る
。
又
、
本

丸
の
建
物
柱
跡
の
ツ
ゲ
は
課
題
と
し
て

受
け
止
め
る
。

提案
土
砂
流
出
や
崩
落
を
防
止
す
る
観

点
か
ら
、
伐
採
と
同
時
に
景
観
樹

木
の
植
栽
を
提
案
す
る
。
又
、
建
物
柱

跡
は
、
ツ
ゲ
に
替
え
て
木
柱
か
コ
ン
ク

リ
ー
ト
柱
に
替
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

森　潤一郎議員 池田龍之介議員

髙木洋一郎議員
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一般質問ズバリ！聞きます

◦
ふ
る
さ
と
納
税
、昨
年
は
７
４
４
万
円

　

本
年
は
11
月
時
点
で
３
，３
０
０
万
円

　

令
和
２
年
の
目
標
額
は
２
億
円
で
は
。

◦
子
育
て
、女
性
の
活
躍
で
き
る
和
水
は
。

今
後
の
住
宅
促
進
政
策
に

問
題
点
を
残
す
！

一
般
住
宅
建
設
へ
の
優
遇
格
差
を
是
正
す
る
施
策
の
取

組
が
必
要
と
な
る

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
額
は
。

答
（
町
長
）
本
年
度
の
目
標
額
は
１
億

円
に
設
定
。
３
月
31
日
ま
で
に
達
成
で

き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。

問
日
平
区
の
牧
野
小
田
線
全
線
開
通

後
、
県
道
へ
の
変
更
、
歩
道
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
整
備
、
交
通
安
全
対
策
は
。

答
（
町
長
）来
年
度
は
日
平
区
で
落
石

防
護
柵
工
事
を
行
う
。
開
通
後
は
住
民

の
意
見
を
聞
き
警
察
へ
の
制
限
速
度
の

指
定
要
望
、
白
線
の
引
き
直
し
や
交
通

安
全
会
議
を
行
う
予
定
。
県
道
へ
の
変

更
は
同
じ
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

問

子
育
て
広
場
は
十
周
年
に
な
る
。

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
考
え
は
。

答
（
町
長
）開
催
予
定
は
無
い
。

問
平
成
22
年
開
所
か
ら
子
ど
も
の
利

用
は
一
日
平
均
９
人
を
維
持
。
少
子
高

齢
化
の
中
こ
の
数
字
を
維
持
し
て
い
る

の
は
素
晴
ら
し
い
。
今
後
も
子
育
て
広

場
の
明
る
く
清
潔
な
環
境
を
維
持
し
て

い
く
事
が
大
切
と
考
え
る
が
。

答
（
町
長
）環
境
が
一
番
だ
と
思
う
。

問
菊
水
小
学
校
の
駐
車
場
は
何
台
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）２
２
０
台
以
上

確
保
で
き
て
い
る
。

問
運
動
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
駐

車
場
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考
え
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）統
合
後
の
生
徒

数
は
２
７
０
名
。
母
子
セ
ン
タ
ー
跡
地

も
入
れ
る
と
２
７
０
台
以
上
に
な
る
の

で
充
分
余
裕
が
あ
る
と
考
え
る
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
コ
ー
ス
や
乗
降

場
所
等
の
見
直
し
は
で
き
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）
見
直
し
等
の
対

応
は
で
き
る
。

問
「
過
疎
地
を
更
に
過
疎
化
す
る
よ

う
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
し
て
、

子
ど
も
や
保
護
者
に
更
に
負
担
を
か
け

る
つ
も
り
な
の
か
」
と
町
民
の
声
が
聞

こ
え
て
来
る
気
が
す
る
。
町
長
に
最
新

の
町
民
の
声
は
届
い
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
要
望
書
が
出
て
い
る
。
私

の
方
に
も
決
裁
が
回
っ
て
き
た
。

宅
地
造
成
分
譲
計
画
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
を
問
う

問
分
譲
の
条
件
は
明
確
に
し
て
い
る

か
。

答
（
町
長
）
子
育
て
世
代
を
対
象
に
し

て
い
る
。

問
19
区
画
を
分
譲
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
が
、
投
資
総
額
は
い
く
ら
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
解
体
費

用
を
除
き
２
億
１
，
６
０
０
万
円
。

問
今
回
は
１
区
画
１
，
１
３
６
万
円

の
費
用
で
販
売
価
格
が
４
６
２
万
円
と

試
算
さ
れ
て
い
る
。
差
引
、
町
の
実
質

負
担
額
は
、
１
区
画
６
７
４
万
円
に
な

る
。
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
平
野
は
、
約

３
０
０
万
円
で
済
ん
で
い
る
。
比
較
す

る
と
2.2
倍
の
格
差
だ
。
過
剰
投
資
と
思

う
が
。

答
（
町
長
）
物
価
が
値
上
が
り
し
て
い

る
。
10
年
前
と
比
較
す
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。

問
今
ま
で
町
内
に
建
て
ら
れ
た
戸
建

て
住
宅
に
は
、
補
助
金
な
ど
優
遇
措
置

が
な
い
。
例
え
ば
（
給
水
設
備
な
し
の

地
域
）一
世
帯
に
３
０
０
万
円
を
町
が
補

助
す
れ
ば
今
回
の
資
金
で
42
世
帯
誘
致

で
き
る
。
今
回
の
資
金
運
用
は
効
率
が

悪
い
。
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と

思
う
が
。
ど
う
思
う
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
町
で
造

成
す
る
場
合
、
給
水
設
備
の
整
備
が
必

要
不
可
欠
だ
。
今
回
８
，９
０
０
万
円（
１

区
画
４
６
８
万
円
）
か
か
っ
て
い
る
の
で

差
引
の
造
成
費
は
１
区
画
約
７
０
０
万

円
だ
。

問
政
策
の
方
向
性
は
間
違
っ
て
い
な

い
と
思
う
が
、
町
民
の
大
切
な
血
税
の

か
け
過
ぎ
だ
。
今
の
場
所
で
の
計
画
の

見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

答
（
副
町
長
）上
水
道
は
住
宅
地
造
成

と
別
に
切
り
離
し
て
考
え
て
も
お
か
し

く
な
い
。

提言
人
口
減
少
歯
止
め
策
と
し
て
、
町

内
に
１
軒
で
も
多
く
の
住
宅
建
設

を
促
進
す
る
事
が
究
極
の
目
的
で
あ
れ

ば
、
最
大
効
率
の
成
果
が
見
込
め
る
施

策
を
見
出
す
努
力
を
す
べ
き
だ
。
議
会

と
執
行
部
が
も
う
少
し
議
論
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
切
望
す
る
。

秋丸　要一議員

齊木　幸男議員

～和水町聖火リレー ルート図～ 

～ 後記 ～ 
マラソンの父・金栗四三氏が和水町出身という事、和水町でオリンピックの聖火リレーが行われる事を

誇りに思います。 

５６年ぶりに日本にやって来る聖火の炎を近くでご覧頂ける、又何らかの形でオリンピックという大き

なイベントに携われるまたとない機会です。一人でも多くの方にご参加頂き、ご自身の一生の思い出の一

つにされませんか？ご都合のつかれる方は是非、上図のルートまで足を運んで頂き、東京オリンピック聖

火ランナーに温かい声援を送り、共に参加しましょう！！                竹下周三 

“スポーツには世界と未来を変える力がある” “全員が自己ベスト”
“多様性と調和”

“未来への継承“

“希望の道をつなごう”をコンセプトにした聖火リレーは、２０２０年３月２６日福島県をスタ

ートして全国を回り、約４か月かけて７月２４日の東京オリンピックのゴールを目指します。 

熊本県は２０２０年５月６日・７日の２日間でリレーされ、和水町は 5 月 7 日(木)に吉地尋常小学

校跡地前を出発し、金栗四三生家をゴールとする約 1．2ｋｍを７名で実施されます。 

【聖火リレーのイメージ】 

１９６４年の東京オリンピックと大きく変わった点

◎１つの聖火で日本全国をリレーする 
◎県内のランナー数が８６人→１６０人へと約２倍

反面、県内の走行距離は１６４ｋｍ→約３２ｋｍへ

◎１日ごとに到着イベントが実施される 等です。

金栗四三の生家（聖火リレーゴール地点） 

・1日あたり6区間程度で聖火をリレー。 

・ランナーは1人あたり約200ｍを走り、1日あたり80～90人 
・隊列は車両約20～30台、スタッフ：200～300人 
・特殊区間：隊列が通行不可能な場合少人数での対応可 
※区間数やランナー数については若干の増減有り 
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校跡地前を出発し、金栗四三生家をゴールとする約 1．2ｋｍを７名で実施されます。 

【聖火リレーのイメージ】 
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反面、県内の走行距離は１６４ｋｍ→約３２ｋｍへ

◎１日ごとに到着イベントが実施される 等です。

金栗四三の生家（聖火リレーゴール地点） 

・1日あたり6区間程度で聖火をリレー。 

・ランナーは1人あたり約200ｍを走り、1日あたり80～90人 
・隊列は車両約20～30台、スタッフ：200～300人 
・特殊区間：隊列が通行不可能な場合少人数での対応可 
※区間数やランナー数については若干の増減有り 


